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婦
人
保
護
事
業
と
は
何
か

一

は
じ
め
に

①
―
婦
人
保
護
事
業
と
は

　
昭
和
三
十
一
年
五
月
「
売
春
防
止
法
」
の
制

定
に
よ
っ
て
「
集
娼
制
の
廃
止
に
伴
う
売
春
婦

等
の
保
護
更
生
に
関
す
る
実
施
機
関
」
と
し
て

発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
法
制
定
当
時
、
赤
線
あ
る
い
は
青
線
と
呼
ば

れ
る
管
理
売
春
地
帯
や
そ
の
周
辺
で
、
売
春
生

活
を
送
っ
て
い
た
女
性
た
ち
が
「
管
理
売
春
の

禁
止
」
を
規
定
し
た
法
の
制
定
に
よ
っ
て
路
頭

に
迷
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後
の
生
活
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
援
助
し
て
い
く
機

関
と
し
て
、
婦
人
相
談
員
・
婦
人
相
談
所
・
婦

人
保
護
施
設
の
三
者
が
設
置
さ
れ
、
既
に
四
半

世
紀
が
経
過
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
売
春
状
況
の
質
的
な
変
化
に
伴
っ

て
、
昭
和
四
十
五
年
厚
生
省
内
規
が
出
さ
れ
、

転
落
未
然
防
止
の
見
地
か
ら
、
婦
人
保
護
事
業

の
対
象
者
を
拡
大
し
、
一
般
女
性
の
相
談
援
助

活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
今
、
婦
人
保
護
事
業
は
婦
人
問
題
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
売
春
問
題
の
専
門
機
関
と
し

て
、
今
日
的
な
社
会
状
況
を
十
分
踏
ま
え
た
新

し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

②
―
自
主
研
究
に
応
募

　
婦
人
保
護
事
業
は
婦
人
相
談
員
が
置
か
れ
て

い
る
福
祉
事
務
所
の
中
で
さ
え
、
詳
し
く
は
知

ら
れ
て
い
な
い
事
業
で
あ
る
。
こ
う
し
た
婦
人

保
護
事
業
を
正
し
く
と
ら
え
る
た
め
に
、
婦
人

相
談
員
が
中
心
と
な
り
福
祉
事
務
所
・
児
童
相

談
所
の
ケ
ー
ス
ー
ワ
Ｌ

研
修
所
の
「
行
政
問
題
自
主
研
究
Ｂ
コ
ー
ス
」

に
応
募
し
、
自
主
研
究
を
行
っ
た
。

①
―
研
究
テ
ー
マ

(
ア
)
婦
人
保
護
事
業
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
＝

　
婦
人
問
題
の
最
底
辺
に
存
在
す
る
売
春
問
題

　
を
理
解
す
る
た
め
に
＝

　
本
事
業
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
「
売
春
防
止
法
」

を
生
み
出
し
た
歴
史
的
・
社
会
的
要
因
は
何

か
。
四
百
年
に
及
ぶ
公
娼
制
を
支
え
た
日
本
の

婦
人
母
子
問
題
研
究
会

に
つ
い
て
」
か
ら
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ま
と

め
て
み
た
。

横
浜
市
の
状
況
に
つ
い
て

社
会
制
度
（
封
建
体
制
下
に
お
け
る
家
族
制
度

と
女
性
の
地
位
)
を
見
す
え
な
が
ら
、
明
治
以

来
の
苦
闘
の
廃
娼
運
動
史
を
と
ら
え
る
。

(
イ
)
婦
人
保
護
事
業
の
現
在
の
状
況
＝
人
間
関
係

　
の
基
本
で
あ
る
性
問
題
を
理
解
す
る
た
め

　
に
＝

　
「
売
春
防
止
法
」
は
な
ぜ
必
要
だ
っ
た
の
か
。

法
制
定
後
の
、
売
春
状
況
の
質
的
変
化
を
的
確

に
押
え
た
上
で
、
婦
人
保
護
事
業
の
原
点
を
振

り
返
り
な
が
ら
現
状
を
見
つ
め
る
。

(
ウ
)
婦
人
保
護
事
業
の
今
後
の
あ
り
方
＝
婦
人
保

　
護
事
業
の
新
た
な
構
築
を
め
ざ
し
て
＝

　
婦
人
保
護
事
業
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
と
、

現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
総
合
的
な
視

点
に
立
っ
て
将
来
像
を
模
索
す
る
。

②
―
報
告
書
作
成
ヘ

　
テ
ー
マ
は
①
に
述
べ
た
内
容
で
、
半
年
の
研

修
を
終
え
、
五
十
八
年
九
月
に
そ
の
報
告
書

　
「
婦
人
保
護
事
業
と
は
何
か
」
が
完
成
し
た
。

報
告
書
は
一
八
〇
頁
に
わ
た
る
も
の
で
、
す
べ

て
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
報
告
書
の
「
第
五
章
・
横
浜
市
の
状
況

①
―
婦
人
保
護
事
業
に
つ
い
て

　
〈
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
▽

(
ア
)
売
春
防
止
法
成
立
ま
で
の
こ
と

　
　
「
売
春
防
止
法
」
は
昭
和
三
十
一
年
五
月
に

成
立
し
た
。
当
時
は
「
売
春
制
度
が
青
年
の
性

の
は
け
口
と
し
て
有
効
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
」
「
良
家
の
子
女
の
防
波
堤
に
な
っ
て
い
る
」

等
、
必
要
悪
論
が
罷
り
通
っ
て
い
た
社
会
状
況

の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
婦
人
団
体
、
宗

教
団
体
が
超
党
派
の
婦
人
議
員
団
と
呼
応
し
て

結
実
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
「
女
性
の
人
権
を

守
る
」
と
い
う
性
格
が
あ
る
。

(
イ
)
売
春
防
止
法
成
立
前
夜
の
こ
と

　
当
初
こ
の
法
律
は
「
売
春
禁
止
法
」
を
目
ざ

し
て
い
た
。
し
か
し
、
「
必
要
悪
」
と
し
て
反

対
論
を
展
開
す
る
男
性
議
員
が
多
数
を
し
め
る

国
会
で
、
幾
た
ぴ
も
審
議
未
了
・
廃
案
と
な
り
、

よ
う
や
く
「
売
春
防
止
法
」
と
し
て
成
立
し
た
。

そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
向
か
っ
て

二

研
究
テ
ー
マ
設
定
と
報
告
書

三



(
ウ
)
売
春
防
止
法
の
成
立

　
〈
そ
の
内
容
に
つ
い
て
批
判
と
評
価
〉

(
ア
)
売
春
行
為
は
処
罰
さ
れ
な
い
＝
処
罰
規
定
の

必
要
性
＝

　
売
春
防
止
法
に
は
売
春
行
為
そ
の
も
の
に
対

す
る
処
罰
規
定
が
な
い
。
第
三
条
に
「
何
人
も

売
春
を
し
、
そ
の
相
手
方
と
な
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
売
春
に
対
す
る
禁
止
寡
言
（
倫
理

規
定
）
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
日
本
に
お
け
る
売
春
は
、
歴
史
的
に
国
家
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
き
た
（
公
娼
制
）
と
い
う

状
況
が
あ
る
た
め
、
倫
理
規
定
の
み
で
売
春
を

な
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

(
イ
)
売
春
類
似
行
為
も
処
罰
規
定
が
な
い

　
ト
ル
コ
風
呂
が
売
春
の
巣
窟
と
い
わ
れ
、
管

理
売
春
の
復
活
と
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
売
春

防
止
法
に
よ
る
取
締
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
報
告
書
の
「
第
一
章
・
Ⅲ

売
春
防
止
法
に
つ
い
て
―
ト
ル
コ
風
呂
問
題
を

中
心
に
―
（
金
田
絢
子
弁
護
士
)
」
に
詳
し
く
整

理
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
ル
コ
風
呂
が
「
異
性
の

客
に
接
触
す
る
役
務
を
提
供
す
る
個
室
付
浴
場

業
」
と
し
て
、
風
俗
営
業
取
締
法
に
よ
っ
て
許

可
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
中
で
「
異
性
の
客

に
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
だ
け
で
売
春
で
は
な

い
」
と
す
る
ト
ル
コ
風
呂
営
業
者
の
言
い
分
が

通
用
し
て
い
る
こ
と
、
ト
ル
コ
風
呂
の
よ
う
な

性
交
類
似
行
為
に
対
す
る
取
締
規
定
が
売
春
防

止
法
に
は
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

(
ウ
)
女
性
だ
け
が
刑
事
処
分
を
う
け
る
＝
両
罰
制

の
必
要
性
＝

　
処
罰
の
対
象
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
は
売
春

防
止
法
第
二
章
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
処

罰
規
定
（
第
五
条
～
一
六
条
）
の
中
で
法
制
定

当
初
か
ら
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
第

五
条
は
、
「
公
衆
の
目
に
ふ
れ
る
よ
う
な
方
法

で
人
を
売
春
の
相
手
方
と
な
る
よ
う
勧
誘
す
る

こ
と
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
「
公
衆
の
目
に

ふ
れ
な
い
方
法
な
ら
可
」
と
い
う
解
釈
も
成
り

立
つ
よ
う
な
規
定
で
あ
り
、
売
春
行
為
そ
の
も

の
に
対
す
る
罰
則
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
と

併
せ
て
、
売
買
春
が
法
的
に
許
容
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
は
免
れ
な
い
。
と

同
時
に
こ
の
五
条
違
反
の
検
挙
は
売
春
側
（
女

性
）
の
み
で
、
買
春
側
（
男
性
）
は
処
罰
の
対

象
に
な
ら
な
い
。
女
性
の
み
検
挙
さ
れ
、
懲
役

か
罰
金
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
片
手
落
ち
の
刑

事
処
分
に
な
っ
て
い
る
。

　
(
ア
)
の
第
三
条
は
男
女
両
性
に
対
す
る
倫
理
規

定
と
し
て
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
な

ら
ば
刑
事
処
分
も
ま
た
男
女
両
性
に
等
し
く
連

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

(
エ
)
売
春
防
止
法
の
意
義

　
売
春
防
止
法
が
成
立
当
初
か
ら
か
な
り
の
問

題
を
包
含
し
な
が
ら
も
、
国
家
に
よ
る
正
式
な

売
春
否
定
寡
百
と
し
て
、
長
か
っ
た
日
本
の
国

家
公
認
の
売
春
史
に
終
止
符
を
打
っ
た
意
義
は

非
常
に
大
き
い
。

　
さ
ら
に
管
理
売
春
・
売
春
助
長
行
為
に
つ
い

て
第
二
章
で
刑
事
処
分
の
対
象
と
し
て
明
確
に

さ
れ
て
い
る
意
義
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
従
来
の
売
春
法
制
の
流
れ
と
は
か
な
り

の
相
違
を
感
じ
る
。
例
え
ば
明
治
五
年
の
娼
妓

解
放
令
、
明
治
四
十
四
年
の
娼
妓
取
締
規
則
に

お
い
て
は
必
ず
集
娼
（
管
理
売
春
）
容
認
へ
の
抜

け
道
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ

た
。
戦
後
に
お
い
て
も
昭
和
二
十
一
年
日
本
政

府
へ
出
さ
れ
た
連
合
国
最
高
司
令
官
の
「
公
娼

廃
止
に
関
す
る
覚
書
」
を
う
け
て
、
政
府
は
公

娼
制
度
（
娼
妓
取
締
規
則
）
を
廃
止
す
る
が
、

即
「
事
務
次
官
会
議
」
を
開
催
し
特
殊
飲
食
店

い
わ
ゆ
る
赤
線
・
青
線
と
い
う
集
娼
地
域
を
指

定
し
て
、
そ
の
地
域
内
に
お
け
る
売
春
は
認
め

る
と
い
う
会
議
決
定
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
法
律
は
作
る
が
ど
こ
か
で
必
ず
骨
抜
き
に
さ

れ
て
い
た
日
本
の
売
春
法
制
を
振
り
返
る
時
、

管
理
売
春
（
集
娼
制
）
否
定
の
精
神
が
、
第
二

章
で
キ
チ
ン
と
規
定
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し

た
い
。

(
エ
)
売
春
防
止
法
成
立
後
の
こ
と

　
昭
和
三
十
一
年
五
月
、
売
春
防
止
法
の
制
定

に
よ
っ
て
「
集
娼
制
の
廃
止
に
伴
う
売
春
婦
の

保
護
更
生
機
関
」
と
し
て
婦
人
保
護
事
業
が
発

足
し
、
婦
人
相
談
員
・
婦
人
相
談
所
・
婦
人
保

護
施
設
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
三
者
に
よ
る
援
助

活
動
を
開
始
し
て
約
二
七
年
、
そ
の
相
談
内
容

は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。

　
婦
人
保
護
事
業
の
対
象
と
し
て
取
扱
う
婦
女

子
の
範
囲
は
当
初
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
売
春
防
止
法
は
昭
和
三
十
一
年
公
布
、
二
年

の
猶
予
期
間
を
お
い
て
昭
和
三
十
三
年
法
全
面

施
行
と
な
っ
た
。
こ
の
期
間
は
①
の
要
保
護
女

子
が
顕
在
し
て
お
り
、
そ
の
更
生
相
談
が
主
で

あ
っ
た
。

　
法
全
面
施
行
後
は
、
売
春
は
法
の
網
の
目
を

く
ぐ
り
抜
け
る
た
め
に
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し

な
が
ら
潜
在
化
し
て
ゆ
き
、
警
察
署
や
検
察
庁

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
①
の
要
保
護
女
子
は
次
第

に
減
少
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
五
条
（
勧
誘
）

違
反
で
検
挙
さ
れ
る
も
の
は
、
法
施
行
に
よ
り

更
生
し
た
女
子
が
再
転
落
し
た
も
の
で
、
保
護

更
生
の
希
望
も
薄
く
、
能
力
的
な
問
題
が
あ
っ

た
り
で
、
更
生
指
導
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
一
方
で
本
人
自
身
が
福
祉
事
務
所
等
に
行
き

相
談
す
る
②
の
要
保
護
女
子
、
ま
た
①
②
の
ど

ち
ら
で
も
な
い
「
そ
の
他
」
の
女
子
の
割
合
が

増
加
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
相
談
件
数
の
総
数
と
し
て
は

減
少
の
傾
向
を
た
ど
り
、
①
の
要
保
護
女
子
の

更
生
指
導
が
困
難
な
こ
と
、
②
の
要
保
護
女
子

等
の
相
談
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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①
売
春
歴
を
有
す
る
者
で
、
現
に
保
護
指

導
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者

②
売
春
歴
は
有
し
な
い
が
、
そ
の
者
の
生

活
歴
・
性
行
・
又
は
環
境
に
照
ら
し
て
放

置
す
れ
ば
、
近
い
将
来
転
落
す
る
で
あ
ろ

う
と
認
め
ら
れ
る
者



昭
和
四
十
五
年
厚
生
省
は
「
婦
人
保
護
事
業
の

対
象
に
つ
い
て
」
と
い
う
局
長
通
知
を
出
し

て
、
要
保
護
女
子
の
範
囲
を
広
げ
た
。

　
こ
れ
は
転
落
未
然
防
止
の
立
場
か
ら
窓
口
を

広
げ
、
転
落
女
子
の
保
護
更
生
指
導
と
と
も
に

保
護
。
援
助
を
必
要
と
す
る
一
般
婦
人
の
相
談

も
受
付
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

②
―
横
浜
市
の
状
況
に
つ
い
て

(
ア
)
統
計
に
み
る
現
在
の
状
況

　
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
三

人
、
二
年
後
の
全
面
実
施
時
に
三
人
、
計
六
人

　
（
現
在
も
常
勤
三
、
非
常
勤
三
、
計
六
人
で
一

人
が
二
～
三
区
を
兼
区
し
て
い
る
）
の
婦
人
相

談
員
を
設
置
し
、
要
保
護
女
子
の
保
護
更
生
に

あ
た
っ
て
き
た
。

　
そ
の
推
移
に
つ
い
て
は
①
―
(
エ
)
で
述
べ
た
も

の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
五
年
厚
生
省

局
長
通
知
に
よ
り
一
般
婦
人
の
相
談
も
受
付
け

る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
取
扱
い
件
数
が
増
え

て
き
た
。
昭
和
四
十
六
年
に
な
る
と
、
相
談
件

相談数の推移図―１

数
四
二
七
件
の
う
ち
売
春
歴
の
あ
る
者
、
ま
た

は
恐
れ
の
あ
る
者
は
二
三
七
人
、
そ
の
他
が
二

三
五
人
と
ほ
ぼ
同
数
に
な
り
、
そ
の
後
は
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
女
性
の
相
談
が
増
え
て

き
て
い
る
。

　
五
十
年
代
に
入
り
、
転
落
未
然
防
止
で
の
一

般
婦
人
相
談
を
含
め
た
相
談
実
数
が
増
加
し
て

い
く
中
に
あ
っ
て
、
相
談
延
べ
数
が
横
ば
い
な

の
は
、
転
落
し
た
女
性
に
比
べ
、
一
般
婦
人
相

表－１　受付状況（経路別）
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③
当
面
転
落
す
る
お
そ
れ
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
正
常
な
社
会
生
活
を
営
む
上
に
お

い
て
、
障
害
と
な
る
問
題
を
有
す
る
者
で
．

そ
の
障
害
を
解
決
す
べ
き
他
の
専
門
機
関

が
な
い
た
め
、
正
常
な
社
会
生
活
を
営
め

な
い
状
態
に
あ
る
者



談
の
指
導
は
、
短
期
間
で
解
決
す
る
場
合
が
多

い
た
め
で
あ
る
。

(
イ
)
受
付
状
況

　
五
十
六
年
度
取
扱
い
件
数
の
七
三
％
は
、
本

人
が
直
接
相
談
に
来
所
し
て
い
る
。
こ
れ
は
婦

人
相
談
の
窓
口
が
福
祉
事
務
所
内
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
訪
れ
る
者
と
、
と
に
か
く
福

祉
事
務
所
へ
行
け
ば
何
ら
か
の
援
助
が
あ
る
だ

ろ
う
と
来
所
す
る
者
で
、
こ
こ
数
年
漸
増
し
て

き
て
い
る
（
五
十
二
年
＝
五
五
％
、
五
十
三
年

＝
六
〇
％
、
五
十
五
年
＝
六
二
％
）
。

　
昭
和
三
十
六
年
当
時
は
。
転
落
し
た
要
保
護

女
子
″
を
発
見
す
る
主
要
な
窓
口
で
あ
る
警
察

署
・
検
察
庁
・
婦
人
相
談
所
等
か
ら
の
依
頼
が

多
く
、
売
春
防
止
法
関
係
機
関
が
フ
ル
に
機
能

し
て
い
た
。
現
在
こ
う
し
た
機
関
が
効
果
的
な

機
能
を
果
た
し
え
な
い
の
は
、
売
春
の
形
態
が

多
様
化
し
潜
在
化
し
て
取
締
り
が
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
、
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

⑤
主
訴
状
況

図―２　主訴状況（56年度）

　
五
十
六
年
度
の
来
所
に
よ
り
取
扱
っ
た
八
三

七
人
の
う
ち
、
六
〇
・
三
％
（
五
〇
五
人
）
は

家
族
問
題
に
関
す
る
相
談
で
、
売
春
関
係
の
更

生
相
談
の
六
・
三
％
（
五
三
人
）
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
。
こ
の
割
合
は
五
十
二
年
よ
り
約

二
〇
％
増
え
、
今
後
も
そ
の
傾
向
は
続
く
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
婦
人
相
談
に
対

す
る
新
し
い
社
会
的
ニ
ー
ド
が
出
て
き
た
こ

と
、
婦
人
相
談
の
対
象
者
が
か
な
り
一
般
化
し

て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
急
激
な
都
市
化
現
象
に
よ
っ
て
地
域
社
会
で

の
相
互
扶
助
が
う
す
れ
、
ま
た
核
家
族
化
に
よ

り
従
来
あ
っ
た
家
庭
機
能
が
低
下
し
、
家
庭
内

の
問
題
を
解
決
で
き
な
い
ま
ま
頼
る
人
も
な
く

悩
ん
で
い
る
婦
人
が
増
え
て
い
る
。
た
と
え
ば

①
夫
の
酒
乱
・
暴
力
・
怠
惰
か
ら
逃
げ
ら
れ
ず

困
り
果
て
て
い
る
母
子
。

②
離
婚
後
の
生
活
設
計
が
立
て
ら
れ
ず
、
不
安

な
生
活
を
し
て
い
る
母
子
。

③
軽
度
の
精
薄
や
心
身
に
何
ら
か
の
障
害
が
あ

っ
て
、
社
会
生
活
が
不
安
定
な
女
性
。

④
単
身
で
帰
住
先
の
な
い
精
神
病
寛
解
女
性
。

⑤
夫
婦
関
係
、
嫁
姑
関
係
等
家
庭
内
の
問
題
で

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
女
性
等
々
…
…
。

　
こ
れ
は
他
の
法
律
や
施
策
が
充
実
し
て
お
ら

ず
、
婦
人
保
護
事
業
で
援
助
し
対
応
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
転
落
未
然
防
止

と
い
う
広
い
解
釈
で
行
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
全
く
売
春
歴
の
あ
る
者
の
保
護

更
生
相
談
が
な
く
な
っ
た
の
か
？
件
数
は
減
少

処理状況（56年度）図―３

こ
し
、
相
談
及
び
保
護
を
求
め
て
来
所
す
る
と

い
う
状
況
が
あ
る
。

酋
処
理
状
況

　
五
十
六
年
度
取
扱
い
件
数
の
う
ち
、
五
二
・

九
％
は
助
言
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
に
訪

れ
る
多
く
の
ケ
ー
ス
に
必
要
な
こ
と
は
、
制
度

等
の
利
用
で
は
な
く
、
主
に
心
理
的
な
支
え
と

今
後
の
生
活
を
安
定
す
る
た
め
の
助
言
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
住
宅
・
経
済
を
含
む
夫
婦
・

家
族
問
題
や
職
業
問
題
に
つ
い
て
は
、
他
の
機

関
（
福
祉
事
務
所
・
家
庭
裁
判
所
・
職
業
安
定

所
・
婦
人
職
業
相
談
室
・
社
会
福
祉
事
業
団
）

等
を
紹
介
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
し
か
し
夫
の
暴
力
か
ら
の
逃
避
や
浮
浪
等
の

相
談
に
つ
い
て
は
来
所
を
指
示
し
、
婦
人
相
談

所
ヘ
ー
時
保
護
を
行
い
、
そ
の
後
面
接
を
重
ね
、

帰
宅
、
帰
郷
、
就
職
等
に
つ
い
て
指
導
し
た
り

他
施
設
・
他
機
関
へ
移
管
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
″
新
し
い
要
保
護
女
子
″
の
相
談
に
は
緊

急
で
適
切
な
処
理
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
統
計
か
ら
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
就
職
し
、

完
全
に
自
立
し
て
い
く
者
が
三
・
五
％
と
少
な

い
。
こ
れ
は
就
職
に
際
し
、
依
然
と
し
て
残
る

女
性
へ
の
低
賃
金
・
単
純
労
働
等
の
雇
用
上
の

男
女
差
別
問
題
、
子
ど
も
を
抱
え
て
い
る
た
め

の
保
育
所
の
問
題
、
さ
ら
に
対
象
者
自
身
の
能

力
の
問
題
等
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
内
職
程
度

の
不
安
定
な
仕
事
に
し
か
つ
け
な
い
現
状
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
女
性
の
自
立
に
と
っ
て
職
業

問
題
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
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し
た
が
、
管
理
売
春
や
ヒ
モ
・
暴
力
団
の
た
め

に
人
格
を
破
壊
さ
れ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
保

護
を
求
め
て
く
る
女
性
は
相
変
わ
ら
ず
後
を
た

た
な
い
。

　
次
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
つ
く
り
出
し
た
要
因

に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
訴
え
て
く
る
ケ
ー
ス
に
共
通
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
恵
ま
れ
な
い
養
育
環
境
に
あ
っ
た
こ

と
（
た
と
え
ば
、
片
親
、
両
親
の
不
仲
、
父
親

の
酒
乱
、
浪
費
と
い
っ
た
問
題
を
も
つ
家
庭
環

境
）
、
そ
の
た
め
に
性
格
形
成
の
大
切
な
時
期

に
大
人
の
問
題
に
振
り
回
さ
れ
て
、
落
ち
着
い

た
生
活
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
経
済
的
に
苦
し

く
十
分
通
学
で
き
ず
に
い
た
者
が
多
い
。

　
こ
れ
は
情
緒
・
情
操
等
の
正
常
な
発
達
に
大

き
く
影
響
し
、
判
断
力
が
つ
か
な
い
ま
ま
未
成

熟
な
大
人
と
し
て
、
社
会
性
が
欠
如
し
た
状
態

で
社
会
に
出
、
不
安
定
な
仕
事
（
水
商
売
）
に

就
い
た
り
、
安
易
な
結
婚
と
離
婚
を
繰
り
返
す

傾
向
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
問
題
を
起



ば
幸
い
で
あ
る
。

(
オ
)
年
齢
状
況

　
来
所
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
三
〇
代
が
最

も
多
い
。
こ
の
年
代
は
子
ど
も
の
教
育
に
手
が

か
か
っ
た
り
、
夫
と
の
関
係
の
中
だ
る
み
が
生

じ
た
り
、
一
人
の
女
性
と
し
て
の
自
立
を
考
え

な
お
す
時
期
と
も
重
な
り
、
波
風
が
起
き
や
す

い
年
代
で
あ
る
。

　
ま
た
最
近
の
傾
向
と
し
て
五
〇
代
以
降
の
売

春
歴
の
あ
る
単
身
者
が
保
護
を
求
め
て
来
所
す

る
。
こ
の
場
合
、
本
人
の
知
能
・
情
緒
・
性
格

面
に
問
題
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
早

い
時
期
の
更
生
指
導
が
望
ま
れ
る
。

　
「
売
春
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
自
己
崩
壊
へ
の
道

で
あ
る
」
と
語
っ
た
兼
松
左
知
子
さ
ん
の
言
葉

ど
お
り
の
現
実
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
数
は
少
な
い
が
、
一
九
歳
未
満
の
女

子
中
高
生
な
ど
年
少
年
の
家
出
、
不
純
異
性
交

遊
、
妊
娠
、
中
絶
、
売
春
と
い
っ
た
相
談
も
あ

り
、
健
全
な
環
境
づ
く
り
や
正
し
い
性
教
育
が

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

(
カ
)
横
浜
市
の
特
徴

　
県
下
最
大
の
風
俗
営
業
を
抱
え
て
い
る
横
浜

市
の
相
談
取
扱
件
数
は
二
、
三
五
一
件
、
神
奈

川
県
全
体
の
四
、
五
一
一
件
の
五
二
％
と
な
っ

て
お
り
、
中
心
地
域
と
し
て
の
多
発
性
が
特
徴

づ
け
ら
れ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
と
お
り
、
地
域
の
女
性
た
ち

の
多
様
な
相
談
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
状
況

が
あ
る
。
詳
し
い
事
例
や
統
計
に
つ
い
て
は
報

告
書
に
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、
御
一
読
頂
け
れ

　
売
春
と
は
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。
「
性
」
と

い
う
行
為
自
体
が
極
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も

の
で
あ
り
、
売
春
を
し
て
い
る
可
能
性
の
高
い

女
性
で
あ
っ
て
も
、
人
権
を
守
る
と
い
う
立
場

か
ら
も
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
警
察
署
や
検
察
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
「
好
き
で
や
っ
て
い
る

か
ら
」
と
か
「
こ
れ
だ
け
の
収
入
を
得
ら
れ
る

仕
事
は
な
い
」
と
、
更
生
の
意
欲
が
低
い
者
が

多
く
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
困
難
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
家
庭
問
題
等
か
ら
く
る
一
般

婦
人
相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
婦
人
相
談
員
・

福
祉
事
務
所
等
の
関
係
機
関
は
日
々
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
「
売
春
防
止
法
」
に
基
く
婦
人
保
護

事
業
そ
の
も
の
が
再
構
築
を
迫
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
厚
生
省
で
は
昭

和
五
十
七
年
九
月
「
婦
人
保
護
行
政
の
今
後
」

と
い
う
通
知
を
出
し
て
、
理
論
の
再
構
築
の
方

向
を
検
討
し
て
い
る
。

　
し
か
し
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
婦
人
相
談
員

が
常
勤
三
・
非
常
勤
三
・
計
六
人
し
か
い
な
い

と
い
う
状
況
で
あ
り
、
公
的
相
談
機
関
と
し
て

の
責
任
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
は
い
い
難

い
。
ま
た
婦
人
相
談
所
、
婦
人
保
護
施
設
に
つ
い

て
も
市
独
自
で
は
持
っ
て
な
く
。
県
の
婦
人
相

談
所
・
婦
人
保
護
施
設
（
県
内
に
各
一
ヵ
所
ず

つ
し
か
な
い
)
に
依
頼
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
は
ま
ず
、
婦
人
相
談
体
制

の
整
備
・
充
実
が
早
急
に
望
ま
れ
る
。
相
談
体

制
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
私
達
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
「
啓
蒙
・
啓
発
活
動
」
、
特
に
教
育

サ
イ
ド
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
「
ト
ー
タ
ル
な

人
間
の
生
き
ざ
ま
と
し
て
の
性
の
あ
り
方
」
を

伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
前
出
の
よ
う
な
売
春
の

可
能
性
の
高
い
女
性
、
更
生
意
欲
の
低
い
女
性

達
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
一
般
婦
人
相
談
に
対
し
て
も
そ
の
種
々

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
転
落
未
然
防
止
の
機
能
を
効
果
的
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
「
婦
人
保
護
事
業
と
は
何
か
」
の
報

告
書
は
、
「
婦
人
母
子
問
題
研
究
会
」
よ
り
自

費
出
版
さ
れ
て
い
る
。
（
編
集
部
注
)

Λ
有
元
和
子
＝
神
奈
川
区
保
護
課
／
石
橋
明
子

＝
同
区
同
課
／
荻
野
か
つ
子
＝
南
区
保
護
課
／

小
泉
美
枝
＝
同
区
福
祉
課
／
河
野
由
利
子
＝
旭

区
保
護
課
／
鈴
木
栄
子
＝
神
奈
川
区
保
護
課
／

武
井
か
お
る
＝
民
生
局
中
央
児
童
相
談
所
／
武

田
玲
子
＝
保
土
ヶ
谷
区
保
護
課
／
田
附
ゆ
き
え

＝
西
区
福
祉
課
／
土
井
良
多
江
子
＝
神
奈
川
区

福
祉
課
／
安
田
雅
＝
港
北
区
福
祉
課
▽
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四

ま
と
め

表―２　「売春の形態」の変遷
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